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　　　　　エ ビ ス グサ の 組織培養 に よ る カ ル ス の 生育と タ ン ニ ン 生産

　　　　　 （熊本工 大）o 大庭理
一

郎 ， 道垣 内 　均 ， 岡　剛±， 上田武更 ，

　　　　　　　　　　　 上 田誠之助

【目的 蘯 タ ン ニ ン は古 くか ら鞣剤 と して 用 い られ 、 更 に 医薬 、 食 品 など に 広 く利

爾 さ れ て き た 。
エ ビ ス グ サ （Cassia　obtusifolia 　L．）は タ ン ニ ン を 多 く含み 、 健

康歟料は ぶ 茶 と して 愛用 されて い る 。 私た ち は こ の 植物 に 溘 目 して 、 植 物組織培

養 を 試み 、 カ ル ス 中 に タ ン ニ ン を 多 く生産 す る条件 を検討 し た 。

【方法］常法 よ りCas馴 a　 obtUsifolia し。 の 葉 を殺齷1し 、 寒 翼 固体培地 （pH5 ．5）
上 で 断 らな い 限 り 、 25c（）、 暗所 で カ ル ス を誘導 ・ 生 育さ せ た 。 タ ン ニ ン の 抽 出は

50％ 工 タ ノ ー ル を使用 す る熱抽 出法で 行 っ た 。 そ の 抽 出液 をバ ニ リ ン ー硫酸法に

よ っ て カ テ キ ン 当量 と して タ ン ニ ン 量 を求め た 。

匿結果】 9種 の 培地の 内 、 EM 培地
D

（P6R は 除 く）が カ ル ス の 生育量 及 び タ ン

ニ ン 量が 最 も大 きい 基本培 地 で あ っ た 。 暗所 で 培養 した カル ス は 明所（3  0 ル ク

ス ）よ り 7 倍近 くの タ ン ニ ン の 生産量が あ っ た 。 培養温 度は 27．5℃ 、 pH は 6．0付近

が 最 も良 く、 PGRiakinetin 　 1．5x10“6al
、 2，

　4P　 1．5Xle− fiM
の 時、 カ ル ス の 生育

量 及 び タ ン ニ ン 量共に 最 大で あ っ た 。 こ れ らの 条件下 で カ ル ス は 7 週間まで 生育

し続 け る が 、 タ ン ニ ン の 最大量 は 5週 間 目で あ っ た 。
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129　　　　 ゴ マ 毛 状根 に よ る抗酸化性 リ グナ ン 物質 の 生 産

　　　　　　　 （富大 。 工 ・ 化 生工 ）○星 野
一宏 、 水 野　優 、 石 本有希 、 笹 倉寿介

　　　　　　　 （富大 。理 。 生物 ）　　 増 田 恭次郎 、 山田恭 司

【目的】 ゴ マ 種 子 に 含 まれ る リグナ ン物質は 、 老 化 防止 、 抗癌性を示 す抗 酸

化 物質 と して 注 目さ れ て い る 。 こ れ ら有用 物 質を効 率 よ く生 産す る こ とを 目

騰弄癖籀糴雛鑰愚嬾艦1報蠶驚驃、

niL ．　 No ．901株よ り誘導 し 、 継体 培養 （約 24 ヶ 月以上 ） して き た毛 状根を用 い

た 。 固体培養お よ び 液体 培養 は、 MS 培地 を基 本 と して 、 ホル モ ン と して 2
，
4．

D と K 蝓etin を 使用 して 28 ℃ で 40 日間行 っ た 。 毛状根 中の リグ ナ ン物 質 は 、

福 田 らの 方法 1 ）に 従 っ て 抽 患 し 、 ODS カ ラム を用 い た HPLC に よ り UV （290

礫讐讐醜 讌縱驫蹟擁照射 の 礁 、 振 薊 撫 は ほ とん 躙 鮒

ず 、 培養 15 日 目に 3．4 〜 49g 廊 y！1に達 し、 そ の 後 、 増殖 は 停 止 した 。 しか し 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 振 撮 培養が 望ゴ マ 毛 状根 中で 生産 さ れ る sesamin 、 及 び sesamolin は 、 暗所 、

誌驫購鷸 尸轟翻 ゑ罐蟹議纛儻肇霧 ，蹼謬瀞鴇1藷
に で あ っ た 。 現 在 、 各種 誘導剤 に よ り リグ ナ ン物質 の 生 産 量 を増大 させ る こ

とを 検討 して い る 。
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Production　of 　antiexidant 　lignan　materials 　in　hairy−root　culture 　of 　Sesatr？itL　O 　Kazuhiro 　Hoshino，　Masu

ru　Mizune，　Youki　lshimoto ，
　and 　Tosisuke　Sasakura， （Dep ．Chem ．Bi・chcm ．　Eng．，　Facu隻ty ・f　Eng・，　Toy

ama 　Univ．）Kyojirou　Masuda ，and 　Kyoji　YamaCla（DepLBio．，Faculty　of 　SeL，　Toyaユn　Univ．）
匿Key　Words 】 Sesamhn　indicatri　L，，　Hairy−root ，　lignan，　Antioxidant　mateials

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


